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心臓の心房心室中隔は、脊椎動物の進化の過
程で獲得されてきた構造であるが、これら心臓中
隔の形成異常が原因となって発症する先天性
心疾患は非常に高頻度で認められる。また、モ
デル動物を用いて中隔のような心臓の内部構造
を観察するためには、詳細な3Dイメージング法の
確立が必要であった。

心臓形態多様化の原理から心臓中隔形成メカニズムの解明へ
脊椎動物の心臓発生様式
を比較することから、心臓形
態多様化の分子メカニズム
を明らかにした。特に、魚類
と両生類の中間に位置す
る肉鰭類（シーラカンス・肺
魚）に着目し、心房中隔形
成メカニズムに迫った。

新規3Dイメージング技術の確立
マイクロCTを用いて心臓等の軟組織の
内部構造を詳細に観察する系を確立し
た。これまで、切片を作成することにより
確認していた構造を短時間で簡便に観察
することを可能にした。

多様な動物を用いて心臓形態進化の分子メカニ
ズムを調べることにより、心臓中隔形成に関わる
新規メカニズムを明らかにしていく。これにより、
心臓中隔欠損症の発症原因の解明につなげた
い。また、心臓などの柔らかい臓器を簡便に観
察するための新規３Dイメージング法の開発を目
指す。

代表論文：Cardiovasc. Research, 91(2), 203-211, 
(2011)
一般雑誌：生物の科学　遺伝「脊椎動物の心臓進化 －
形態と機能の多様性はどのように生み出されたか－」（2013
年3月号）

再生医療研究が進む中、移植した細胞によ
り、損傷がどの程度回復したか高効率でスク
リーニングするためには3Dイメージング法は
必須である。さらに、心臓は再生医療の対

象として特に注目されている器官であることか
ら、心疾患の発症原因の探求、修復に寄与
できると考えている。
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脊椎動物の心臓形態多様性とそれをもたらす分子メカニズム

マイクロCTを用いたマウス胚のイメージング画像


